
鎌 倉 朝 日 ２０２０年（令和２年）９月１日（７） 第498号1部　110 円

第
15
回
鎌
倉
歌
壇
さ
き
が
け

　
　
　
源
実
朝
公
顕
彰
歌
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
誌
上
歌
会
を
行
う
。

　
選
者
は
大
下
一
真
さ
ん
、
香
山
静
子
さ
ん
、
木
村
雅
子
さ

ん
、
津
金
規
夫
さ
ん
。

　【
投
稿
要
綱
】
B5
判
２
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
新
作
１

首
と
住
所
、
氏
名
、
☎
、
使
用
か
な(

新
・
旧)

を
明
記
。

３
首
ま
で
投
稿
可(

原
稿
用
紙
１
枚
に
１
首)

　
出
詠
料
１
首
千
円
。
振
込
先
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
０
０
２
６
０

―
４
―
５
９
２
４
８
　
鎌
倉
歌
壇
。
締
切
10
月
15
日
当
日
消

印
有
効
。
全
投
稿
歌
を
載
せ
た
歌
集
と
選
考
結
果
を
12
月
中

に
送
付
。
入
選
者
に
は
賞
状
と
賞
品
を
贈
呈
。

　
鎌
倉
歌
壇
事
務
局
Ｆ
Ａ
Ｘ
66
・
３
２
９
７
　

　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は７月に一般 167 冊、
児童書 46 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「すべて名もなき未来｣ 樋口恭介著 晶文社 ▼ ｢宿無
し弘文－スティーブ・ジョブズの禅僧｣ 柳田由紀子著　
集英社インターナショナル▼｢景観からよむ日本の歴史｣
金田章裕著　( 岩波新書 )
　▼ ｢不条理を生きるチカラ－コロナ禍が気づかせた幻
想の社会｣ 佐藤優著　香山リカ著　ビジネス社▼ ｢ＡＩ
世界秩序－米中が支配する「雇用なき未来」｣ 李開復著
　日経ＢＰ日本経済新聞出版本部▼ ｢年収 100 万円で生
きる－格差都市・東京の肉声｣ 吉川ばんび著　（扶桑社
新書）▼ ｢腸内細菌の逆襲－お腹のガスが健康寿命を決
める」江田証著 ( 幻冬舎新書 ) ▼ ｢医師が認知症予防の
ためにやっていること。｣ 遠藤英俊著 日経ＢＰ
　▼ ｢すべての不調は口から始まる」江上一郎著　( 集
英社新書 ) ▼ ｢もう一度見たくなる 100 本の映画たち－
外国映画編」立花珠樹著　言視舎 ▼｢捨てない暮し－ひ
とつ目の役割を終えたものは、第２の人生を考えます。」
宝島社 ( ＴＪ　ＭＯＯＫ ) ▼｢会計の神さまが教えてく
れたお金のルール｣ 天野敦之著　日本実業出版社
　▼｢スマホでもできるあきの新ズボラ家計簿｣ あき著
　秀和システム ▼｢世界一簡単なだし生活。」梅津有希
子著　( 祥伝社黄金文庫 ) ▼｢快眠ごはん－眠れるカラ
ダを自分でつくる」坪田聡著　海竜社

●
萩
よ
、
美
し
き
女ひ
と性
よ
…

　
９
月
。
長
月
。
快
い
風
に

揺
れ
る
花
は
萩
。
季
節
に
敏

感
な
万
葉
人
は
萩
を
称
え
、

「
万
葉
集
」
に
１
４
２
首
、第

２
位
の
梅
の
花
の
１
２
４
首

を
大
き
く
離
し
て
い
る
。
山

上
憶
良
の
有
名
な
「
秋
の
七

草
」
の
歌
で
も
ト
ッ
プ
に
詠

ま
れ
て
い
る
。

　
た
し
か
に
萩
は
草
冠
に
秋

と
書
く
。
ま
さ
に
秋
を
告
げ

る
花
と
い
え
よ
う
。
咲
く
姿

は
可
憐
で
も
秋
風
に
こ
ぼ
れ

散
る
花
は
哀
し
い
。

　
そ
の
愛
ら
し
さ
と
切
な
さ

に
魅
か
れ
万
葉
人
が
愉
し
ん

だ
の
は「
萩
の
花
見
」。
萩
に

憧
れ
る
心
は〝
花
の
名
所
〟

を
生
ん
だ
。
当
時
の
風
流
な

貴
族
が
愛
し
た
の
は
飛
鳥
、

高た
か
ま
ど

円
、
春
日
野
。
花
盛
り
の

名
所
を
今
は
亡
き
貴
人
と
訪

ね
、
在
り
し
日
の
面
影
を
偲

ん
で
詠
ん
だ
挽
歌
（
巻
２
・

２
３
１
）
も
残
っ
て
い
る
。

現
代
で
も
大
和
路
の
花
の
寺
、

白び
ゃ
く
ご
う
じ

毫
寺
や
新
薬
師
寺
の
人

気
は
高
い
。

　
一
方
、江
戸
期
、１
８
０
９

年（
文
化
６)

商
人
と
文
人
の

手
に
よ
る
「
向
島
百
花
園
」

は
今
も
健
在
、
見
所
は
「
萩

の
ト
ン
ネ
ル
」。全
長
30
メ
ー

ト
ル
、
園
内
で
ひ
と
き
わ
目

立
つ
赤
や
白
の
萩
の
花
の
パ

レ
ー
ド
。
来
園
者
が
喜
々
と

し
カ
メ
ラ
を
向
け
る
後
ろ
姿

に
今
は
亡
き
園
芸
好
き
の
先

輩
の
言
葉
が
重
な
る
。

「
萩
の
花
は
健け

な
げ気

に
生
き
る

女ひ
と性

の
姿
に
も
似
て
美
し

い
」
と
。

　
ま
ど
ろ
む
や
　
さ
さ
や
く

如
き
　
萩
紫
苑
　
杉
田
久
女

萩
が
咲
く

佐
伯
　
仁

▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

　
鎌
倉
市
内
在
住
者
対
象
。

９
月
８
日
10
時
、
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
。
認
知
症
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
。
無
料
。
市
市
民

健
康
課
☎
61
・
３
９
７
７

▼
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
み
ん

な
笑
顔
に
―
い
じ
め
の
な
い

明
日
へ

　
９
月
12
日
13
時
半
、
藤
沢

市
Ｆ
プ
レ
イ
ス
。
子
ど
も
の

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め

の
心
の
も
ち
方
を
考
え
る
。

講
師
は
声
優
佐
久
間
レ
イ
さ

ん
。
無
料
。
申
込
は
11
日
ま

で
。
藤
沢
市
人
権
男
女
共
同

平
和
課
☎
０
４
６
６
・
25
・

１
１
１
１

▼
連
続
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

「
戦
国
時
代
の
鎌
倉
・
藤
沢

の
再
検
証
」

４
・
25
・
11
月
１
日
全
３
回

13
時
半
、
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
逗
子

在
住
の
絵
本
作
家
山
本
省
三

さ
ん
と
絵
本
を
作
る
。
２
千

円
。
☎
０
４
６
・
８
７
０
・

６
６
２
２

▼
親
子
で
楽
し
む
鎌
倉
彫
体

験
教
室

　
鎌
倉
市
在
住
か
在
学
の
児

童
・
生
徒
と
一
緒
に
参
加
す

る
小
４
～
中
学
生
対
象
。

　
彫
刻
刀
で
図
案
を
彫
っ

て
作
品
を
作
る
。
10
月
31

日
（
10
月
１
日
締
切
）、
11

月
29
日
（
11
月
１
日
締
切
）、

２
０
２
１
年
１
月
11
・
30
・

31
日
（
12
月
１
日
締
切
）。

児
童
1
人
に
つ
き
１
８
０
０

円
。
申
込
は
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
郵
送
で
。
鎌
倉
彫
資
料

館
☎
25
・
１
５
０
２

▼
福
祉
の
し
ご
と
　
地
域
就

職
相
談
会
in
藤
沢

　
９
月
５
日
藤
沢
商
工
会
館
。

福
祉
の
仕
事
の
就
職
支
援
や

施
設
な
ど
へ
の
就
職
相
談

会
。
無
料
。
か
な
が
わ
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
５
・

３
１
２
・
４
８
１
６

▼
鎌
倉
市
公
園
協
会
の
催
し

　
▽
ミ
ニ
園
芸
教
室
９
月
５

日
各
種
樹
木
の
挿
木
と
育
て

方
、
６
日
ユ
ッ
カ
ラ
ン
の
花

の
は
な
し
、
19
日
果
樹
の
植

え
方
と
手
入
れ
、
22
日
中
央

公
園
の
植
物
め
ぐ
り
、
27
日

家
庭
果
樹
の
土
づ
く
り
。
10

時
半
、
鎌
倉
中
央
公
園
管
理

事
務
所
。
家
庭
園
芸
の
コ
ツ

を
学
ぶ
。
▽
海
岸
植
物
と
野

鳥
の
渡
り
イ
ソ
ギ
ク
を
観
察

し
よ
う
９
月
20
日
13
時
半
、

鎌
倉
海
浜
公
園
。
海
岸
植
物

と
野
鳥
の
渡
り
観
察
会
。

　
各
無
料
。
鎌
倉
市
公
園
協

会
☎
45
・
２
７
５
０

▼
高
齢
者
い
き
い
き
課
の
催
し

　
鎌
倉
在
住
、
65
歳
以
上
対

象
。
▽
か
ら
だ
の
元
気
ア
ッ

プ
教
室
９
月
10
日
か
ら
木
曜

全
６
回
。
９
時
半
、
腰
越
な

ご
や
か
セ
ン
タ
ー
。
フ
レ
イ

ル
予
防
の
運
動
、
口
腔
ケ
ア

な
ど
。
▽
食
べ
る
事
！
人
生

１
０
０
年
時
代
を
生
き
る
17

日
10
時
、
明
治
安
田
生
命
大

船
支
社
。
健
康
寿
命
を
延
ば

す
秘
訣
や
食
生
活
を
学
ぶ
。

　
各
無
料
。
市
民
健
康
課
☎

61
・
３
９
７
７

▼
湘
南
フ
ェ
ス
タ

　
９
月
12
日
10
時
半
。
鎌
倉

海
浜
公
園
稲
村
ガ
崎
。
ハ
ワ

イ
、
タ
ヒ
チ
な
ど
の
踊
り
の

愛
好
家
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
。

無
料
。
湘
南
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
☎
０
９
０
・
６
５
３

５
・
５
３
８
８

▼
北
鎌
倉･

台
峯
の
緑
し
ぜ
んを
と

も
に

　
▽
山
の
手
入
れ
９
月
19
日

10
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

　
▽
山
歩
き
20
日
９
時
、
山

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

望
月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
９
月

25
日
９
～
15
時
。雑
貨･

衣
類

･

手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

▽
骨
董
市
26
日
８
～
15
時
。

出
店
者
募
集
。片
岡
方
☎
０

９
０･
５
４
４
２･

３
７
７
８

▼
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
鎌
倉
市
内
在
住
者
。
10
月

１
日
～
11
月
30
日
。
期
間
内

に
自
分
で
決
め
た
健
康
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ー
ト
に
結
果
を
記

入
し
提
出
。
無
料
。
医
療
生

協
か
な
が
わ
☎
０
４
５
・
８

６
２
・
９
８
３
４

▼
た
た
い
て
み
よ
う
タ
ブ
ラ

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
９
月
26
日
14
時
半
、
本
郷

台
の
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
。
イ
ン

ド
の
楽
器
タ
ブ
ラ
の
演
奏
技

法
を
体
験
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
も
。
無
料
。
☎
０
４
５
・

８
９
６
・
２
１
２
１

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や
の
催
し

　
対
象
小
中
学
生
と
保
護

者
。
▽
出
張
！
お
出
か
け
て

ら
こ
や
９
月
５
・
13
・
19
・

22
・
27
日
14
時
、
大
船
駅
笠

間
口
横
の
広
場
集
合
。

　
▽
平
日
て
ら
ハ
ウ
ス
９
月

３
・
11
・
14
・
23
・
29
日
15

時
、
て
ら
ハ
ウ
ス
集
合
。

　
各
日
て
ら
こ
や
の
大
学
生

と
一
緒
に
笠
間
中
央
公
園
で

遊
ぶ
。
無
料
。
☎
84
・
９
７

４
６

▼
す
こ
や
か
歩
こ
う
会

　
10
月
27
日
ま
で
の
毎
週
火

曜
日
17
時
半
、
逗
子
市
役
所

前
集
合
。
海
ま
で
20
分
程
度

歩
い
た
あ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

の
伴
奏
で
歌
う
。
２
百
円
。

要
申
込
。服
部
方
☎
０
８
０

・
５
０
９
５
・
５
７
６
３

㊽

鎌倉市中央図書館 （７月分）

　
10
月
10
日
13
時
半
、
玉
縄

学
習
セ
ン
タ
ー
。
後
北
条
氏

一
族
の
文
化
的
活
動
を
検
証

す
る
。
講
師
は
鎌
倉
考
古
学

研
究
所
の
伊
藤
一
美
さ
ん
ら
。

１
５
０
０
円
。
申
込
は

artbank21@
nifty.com

。

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議

☎
45
・
７
４
１
１

▼
お
と
な
の
た
め
の
手
作
り

絵
本
講
座

　
中
学
生
以
上
対
象
。
10
月花札より

自宅でゆっくり読書のすすめ
－庭から広がる世界を楽しむ－

　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

�

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

�

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

�

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

�

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子

　
逗
子
市
沼
間
一
―
四
―
四

�

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
６
８
４
５

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

�

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
一
―

二
一
―
一
三

�

☎
０
４
５
―
７
８
２
―
２
８
５
９

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

�

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

 

　
鎌
倉
在
住
、
村
田
良
策

記
念
ア
ト
リ
エ
Ｍ
主
宰
の
洋

画
家
・
村
田
佳
代
子
さ
ん
が

９
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
鎌

倉
駅
東
口
の
カ
ト
レ
ヤ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
個
展
を
開
く
＝
写

真
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
争

体
験
を
持
つ
村
田
さ
ん
は
、

国
際
平
和
美
術
会
に
創
立
会

員
と
し
て
参
加
。
第
26
回
個

展
は
「
戦
後
50
年
」、
戦
後

60
年
に
は
画
文
集
「
60
年
」

を
出
版
し
て
い
る
。

　
戦
後
75
年
の
今
年
は
、
広

島
や
長
崎
の
被
爆
を
描
い
た

１
９
７
９
年
頃
の
作
品
か
ら

新
作
ま
で
17
点
を
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
つ
け
て
紹
介
す
る
。

　「『
何
が
あ
っ
て
も
乗
り
越

え
て
い
こ
う
』
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
締
め
括
り
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
村

田
さ
ん
☎
０
９
０
・
４
９
５

８
・
１
７
０
９

第
56
回
村
田
佳
代
子
個
展　

  ｢

風
化
し
て
し
ま
う
前
に｣

を
題
に


